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行徳臨海部の課題に係る最近の経緯     2002.8.30 

月  日 内 容 

平成１４年  

・ ４月 １日 都市政策室に改めて「行徳臨海部対策担当」を設置 

・ ４月１５日 知事記者会見 
「江戸川第一終末処理場に係わるアンケ－ト調査結果集計結果について」 

・ ４月１７日 「本行徳石垣場・東浜地区土地利用検討部会」を開催 

・ ４月１７日 県が「第３回三番瀬再生計画検討会議（円卓会議）」を開催（浦安市） 

・ ４月１８日 「三番瀬海域環境再生検討部会準備会」を開催 

・ ４月１９日 「第６回行徳臨海部対策本部会議及び現地市視察会」を開催 
（習志野市芝園地先、横浜海の公園、野島海岸、葛西臨海公園） 

・ ４月２５日 埼玉県草加市が、市長以下２８名で「自然環境保全への取組」として視察 

・ ４月２５日 県で「第４回江戸川第一終末処理場計画地検討会（第６回幹事会）」を開催 

・ ４月２６日 県が「第１回海域小委員会」を開催（船橋市） 

・ ５月 ５日 市長が「湖西市松見ケ浦（浜名湖）、愛知県藤前干潟」を視察 

・ ５月 ６日 市長が「横浜海の公園、野島海岸」を視察 

・ ５月１３日 市長が「サンフランシンコ湾湿地干潟再生事例」を視察（～２０日） 

・ ５月１５日 県が「第２回海域小委員会」を開催（市川市） 

・ ５月２１日 県が「第１回護岸・陸域小委員会」を開催（船橋市） 

・ ５月２２日 「第８回三番瀬保全再生連絡協議会」を開催（市川市） 

・ ５月２６日 県が「三番瀬現地視察会及び第４回円卓会議」を開催（浦安市日之出地区） 

・ ５月２９日 「本行徳石垣場・東浜地区土地利用検討部会」を開催 

・ ５月２９日 県が「なの花県民会議」を開催（市川市塩浜体育館） 

・ ５月３０日 「第１回三番瀬海域環境再生検討部会」を開催 

・ ６月 １日 「第２回海辺のふるさと再生計画発表会」を開催 

・ ６月 ５日 県で「第７回江戸川第一終末処理場計画地検討会幹事会」を開催 

・ ６月１４日 県が「第３回海域小委員会」を開催（市川市勤労福祉センタ－） 



 

 

･  ６月 １９日 県が「第２回護岸陸域小委員会」を開催（船橋市青少年館） 
・市川市が護岸、陸域、基本構想案について説明 

･  ６月 １９日 
 

県が本行徳石垣場・東浜地区の地権者に「千葉なの花県民会議（市川市）の開
催結果概要」の当該地区部分について、報告〔郵送〕 

･  ６月 ２４日 県が行徳地区自治会に「千葉なの花県民会議（市川市）の開催結果概要」の当
該地区部分について、報告〔各戸回覧〕 

･  ６月 ２７日 「第７回行徳臨海部対策本部」を開催 

･  ６月 ２８日 「第２回三番瀬海域環境再生検討部会」を開催し、先進事例視察 
（富津干潟、盤洲干潟、東京港野鳥公園） 

･ ７月 ３日 第７回行徳臨海部まちづくり懇談会を開催（行徳公民館） 

･ ７月１２日 知事に対し「三番瀬の再生と行徳臨海部のまちづくりに関する要望書」を提出 

･ ７月１２日 県が「第３回護岸陸域小委員会」を開催（浦安市運動公園総合体育館） 

･ ７月１３日 県が「三番瀬勉強会」を開催（行徳公民館） 

･ ７月１７日 市川市塩浜協議会が知事と市長に対し「塩浜地区護岸整備に関する要望書」を
提出 

･ ７月１７日 県が行徳地区自治会長に「江戸川第一終末処理場に係わるアンケ－ト調査結果 
について」県職員と市職員が同行のうえ、報告〔各戸回覧〕 

･ ７月１９日 県が「第５回円卓会議」を開催（グリ－ンパレス千葉：→２０日） 

･ ７月２２日 本庁にて、海の日記念展示会「甦れ、市川の海」を開催 
（引き続き、８月５日から３０日まで、行徳支所にて開催） 

･ ７月２４日 三番瀬の再生と行徳臨海部のまちづくり市民公開講座を開催 
（市川教育会館：⇒８／７まで４回） 

･ ７月２６日 環境大臣に対し「三番瀬の再生と行徳臨海部のまちづくりに関する要望書」を
提出 

･ ８月 １日 第７回行徳臨海部対策本部幹事会兼第３回本行徳石垣場・東浜地区周辺環境 
対策部会を開催 

･ ８月 ２日 県が「第４回海域小委員会」を開催（市川市勤労福祉センタ－） 

･ ８月 ２日 県知事（下水道計画課）が市長に対し「市川市本行徳石垣場・東浜地区におけ
る江戸川第一終末処理場の設置検討について」意見照会 



 

 

･ ８月１９日 知事の意見照会を受け、本行徳石垣場・東浜地区地権者との土地利用相談会を
開催〔⇒19 日、20 日、21 日の３日間〕（行徳公民館） 

･ ８月２２日 県が「第４回護岸・陸域小委員会」を開催（市川市勤労福祉センタ－） 

･ ８月２７日 本行徳石垣場・東浜地区周辺自治会長〔９自治会〕との土地利用相談会を開催
（行徳公民館） 

･ ８月２９日 県で「第５回江戸川第一終末処理場計画地検討会（第８回幹事会）」を開催 

･ ８月３０日 第８回行徳臨海部まちづくり懇談会を開催（行徳公民館） 

･ ８月３０日 県が「第２回三番瀬専門家会議」を開催 
（浦安市運動公園総合体育館サブアリ－ナ） 
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日付 議事内容
第1回「三番瀬再生計画検討会議」 1月28日 （１）検討会議のあり方について
（於：千葉市文化センター） （２）今後の進め方について

（３）その他
第1回三番瀬「専門家会議」 2月11日 （１）専門家会議の組織について
（於：浦安市市民プラザ・Wave101） （２）円卓会議から依頼された検討事項について

ア．再生の概念について
イ．検討の範囲について
（３）再生計画の検討に必要な資料について
（４）その他

第2回「三番瀬再生計画検討会議」 3月19日 （１）県からの報告事項等について
（於：船橋市青少年会館） （２）第1回三番瀬「専門家会議」の結果について

（３）三番瀬の再生の考え方について
（４）その他

第3回「三番瀬再生計画検討会議」 4月17日 （１）三番瀬の再生の考え方について
（於：浦安市日の出公民館） ・各委員からの意見発表（一人２分程度）

（２）県からの報告事項について
・円卓会議の結論の取扱いについて
・第ニ東京湾岸道路について
・下水道終末処理場について
（３）その他
・三番瀬海域において実施予定の事業について
・小委員会について
・ソフト事業について
・次回の開催日程等について

第1回三番瀬「海域小委員会」 4月26日 （１）「海域小委員会」の組織について
（於：船橋市青少年会館） ・運営要領（案）について

・代表者等の選出について
・新規の委員の選考方法について
（２）調査について
・補足調査等の実施状況について
・平成14年度に実施する調査について
（３）三番瀬海域において実施予定の事業について
・実施予定事業の取り扱いについて
（４）その他
・次回の開催予定日について

第2回三番瀬「海域小委員会」 5月15日 （１）三番瀬海域において実施予定の事業について
（於：市川市勤労福祉センター） ・実施予定事業の取り扱いについて

（２）調査について
・平成14年度に実施する調査の詳細について
（３）青潮について
・青潮発生のメカニズムについて
・青潮の発生事例について
・補足調査における青潮調査結果について
・貧酸素水塊のモニタリングについて
・青潮（貧酸素水）による漁業被害状況について
（４）その他
･次回の開催予定日について

第1回三番瀬「護岸・陸域小委員会」 5月21日 （１）「護岸･陸域小委員会」の組織について
（於：船橋市青少年会館） ・運営要領（案）について

・代表者等の選出について
・新規の委員の選考方法について
（２）護岸等の現状について
（３）今後の検討の進め方について
・各委員からの意見発表（一人３分程度）
（４）その他
・平成14年度に実施する調査について

・次回の小委員会の開催について

平成14年　三番瀬再生計画検討会議（円卓会議）関係　　　　　　　　　



日付 議事内容

平成14年　三番瀬再生計画検討会議（円卓会議）関係　　　　　　　　　

三番瀬視察会の開催 5月26日
（於：浦安市日の出護岸周辺）

その後、円卓会議の委員を囲んでフリートーキングを行
います。

第4回「三番瀬再生計画検討会議」 5月26日 （１）小委員会からの報告
（於：浦安市日の出公民館） ・海域小委員会からの報告

・護岸・陸域小委員会からの報告
（２）小委員会運営要領（案）の承認について
（３）三番瀬の再生の考え方について
（４）その他

第3回三番瀬「海域小委員会」 6月14日 （１）海域小委員会新規委員の承認について
（於：市川市勤労福祉センター） （２）青潮について

（３）その他

第2回三番瀬「護岸・陸域小委員会」 6月19日
（１）「護岸･陸域小委員会」の新規委員の承認につい
て

（於：船橋市青少年会館） （２）千葉県、地元市からの報告
（３）今後の検討の進め方について
（４）その他

第3回三番瀬「護岸･陸域小委員会」 7月12日 （１）新規委員の選考過程について
（於：浦安市運動公園総合体育館 （２）千葉県からの報告事項

サブアリーナ） （３）水際線の検討について
（４）その他

三番瀬勉強会 7月13日 （１）三番瀬の歴史
（於：市川市行徳公民館） （２）三番瀬の生物環境

（３）三番瀬の物理・化学環境
第5回「三番瀬再生計画検討会議」 7月19日 （１）小委員会の開催状況について
（於：グリーンタワーパレス千葉） ～20日 （２）三番瀬の再生の考え方について

（３）その他
第4回三番瀬「海域小委員会」 8月2日 （１）青潮対策について
（於：市川市勤労福祉センター） （２）その他
第4回三番瀬「護岸･陸域小委員会」 8月22日 （１）報告事項
（於：市川市勤労福祉センター） （２）護岸･陸域の保全･再生について

（３）調査について
（４）その他

第2回「三番瀬専門家会議」 8月30日 未定
（於：浦安市運動公園総合体育館

サブアリーナ）

三番瀬についての円卓会議の委員による説明の後、干潟
の観察を行います。
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１．背景及び目的 
 
 市川市の臨海部の歴史において、これまで埋立てと工業地域の配置は、大きな位置を占めてき
ている。ただし、これはよく言われるような一方的な開発の歴史ではなく、それぞれの時代背景
の中で、都市と自然、経済と環境の接点を探りながら進められてきたもので、その過程では、野
鳥の飛来地を保護するために、行徳近郊緑地特別保全地区が市街地内に確保されている。同時に、
これまでの埋立ては本市の都市づくりおよび財産基盤の確立において、大きな役割を果たしてき
たことも事実である。 
 一方、市川地先の浅海域は、全国的にも高品質の海苔をはじめ、豊かな水産物を生み出す漁場
として利用されてきた。また、全国有数の渡り鳥の飛来地、稚魚やアサリなど海の生物を育む自
然環境としても注目を集めてきている。さらに、近年においては、地球環境保全の意識が高まる
中で、「三番瀬」に対する国民の関心も大きくなるとともに、この浅海域の環境的意義が「環境に
関する補足調査」によっても明らかになってきている。こうしたことから、この浅海域が貴重な
自然の財産であることも、広く認識されてきたところである。 
 
 しかしながら、一帯の埋立てが終了した後、不自然な地形による潮流の停滞、あるいは地盤沈
下による干潟の水没などにより、赤潮や青潮、洪水時の淡水流入などに対して脆弱な構造になっ
てしまった。特に漁場環境の悪化は著しく、アサリの収穫の漸減や海苔漁場の沖合化が進み漁業
の継続すら不安な状態となっている。 
 また、沿岸部においては、船の不法係留やゴミが不法投棄されるなど荒廃が進んでいる。加え
て、海との接点となる護岸が、将来の埋立て事業を前提とした仮の直立護岸であるため、自然と
の触れ合いを求める市民の要求が高まる中で、せっかくの自然があるにもかかわらず、市民が海
に親しむことのできない状態となっている。 
 このままでは、市川の漁業は漁場環境の悪化と将来への不安によって継続すら困難となる状況
となっている。同時に、漁業と一体となって維持されてきた自然環境のバランスも損なわれる恐
れがあり、市民の望む自然との触れ合いの実現も困難な状況である。これらを考え合わせると、
このまま放置することによって、望ましい状態となることは期待できない。そこで、市は一貫し
て「海を再生し、市民の海を取り戻す」ことを主張してきている。 
 
 こうした背景の中で、県の市川二期埋立計画の中止を受け、新たに三番瀬の再生と行徳臨海部
のまちづくりに関する基本構想を策定することとしたものである 
 この基本構想は、貴重な自然環境である三番瀬を保全しながら、内陸部、臨海部と一体として
良好なまちづくりを進め、人と自然と産業が共存して、将来とも安定的に持続可能な地域社会を
形成していくことを目指すものである。 
 さらには、この構想を基本として、地域住民、漁業者、企業、ＮＰＯ、行政などが協力して、
自然の知恵と力を借りながら、海の再生と行徳臨海部のまちづくりの作業を進めることによって、
市川の臨海部に新しい文化と歴史を作り出すことが期待される。 
 同時に、東京湾全体のことを考え、また、全国の海の再生のモデルとなり、さらには、国際的
な湿地環境のネットワ－クに貢献していくことも、視野に入れていかなければならない。 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

２．地域の特性 

■地域の歴史 
・舟運や塩づくりなど、水辺のまちとして、他地域との交流で栄えた歴史のあるまちで
ある。 

■地域の自然 
・三方を、旧江戸川、江戸川や海に囲まれた、豊かな水辺のまちでもあった。 
・水田、蓮田、干潟、アシ原など、広大な水辺の自然があった。 
■市街地形成 
・土地区画整理事業、公有水面埋立事業等の計画的市街化により急激な都市化が進んだ
。 

・一方で、まちのうるおいと水辺が失われてきた。 
■広域的位置 
・広域交通基盤（鉄道、高速道路、国道等）が整備された利便性の高い地域である。 
・東京湾岸地域においても、地域相互の交流・連携が期待できる位置にある。 
■上位計画、関連計画施策の展開 
＜基本構想＞＜基本構想＞＜基本構想＞＜基本構想＞    
    ◇基本理念：◇基本理念：◇基本理念：◇基本理念：「自然との共生」が基本理念の一つ「自然との共生」が基本理念の一つ「自然との共生」が基本理念の一つ「自然との共生」が基本理念の一つ    
 ◇基本目標：「人と自然が共生するまち」が基本目標の一つ◇基本目標：「人と自然が共生するまち」が基本目標の一つ◇基本目標：「人と自然が共生するまち」が基本目標の一つ◇基本目標：「人と自然が共生するまち」が基本目標の一つ        
   ・自然と共生するまちの次世代への引き継ぎ 

・貴重な自然の保全、失われた自然の再生と身近に親しめる緑と水辺空間の新た
な整備 

＜基本計画＞＜基本計画＞＜基本計画＞＜基本計画＞    
 ◇リーディングプラン：「水と水辺の再生プラン」がテーマの一つ◇リーディングプラン：「水と水辺の再生プラン」がテーマの一つ◇リーディングプラン：「水と水辺の再生プラン」がテーマの一つ◇リーディングプラン：「水と水辺の再生プラン」がテーマの一つ    
   ・水と緑のネットワーク化推進計画 
   ・小川再生プラン 
   ・水辺プラザ整備事業（大柏川調節池） 
   ・江戸川の水辺空間整備事業 
   ・海辺の親水空間整備事業 
＜葛南自然ふれあいモデル地区事業＞＜葛南自然ふれあいモデル地区事業＞＜葛南自然ふれあいモデル地区事業＞＜葛南自然ふれあいモデル地区事業＞    
・葛南広域公園（拠点施設：県施行、範囲：市川・船橋：面積23ha） 
＜その他＞＜その他＞＜その他＞＜その他＞    
・江戸川放水路のスーパー堤防、旧江戸川の堤防改修による水辺の整備 
・下水処理水の活用による水路の復活 



 

 

３．行徳臨海部の課題 
 
（新しい課題図） 
 
 
 



 

 

４．行徳臨海部の基本的な方向性及び将来像 
（１）基本的な方向性 
  ①行徳臨海部の基本的な方向性 
   市川市全域における行徳臨海部の基本的な方向性を以下のように定める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ②地域別の基本的な方向性 
   海と海浜部及び本行徳石
る。 
＜海と海浜部＞＜海と海浜部＞＜海と海浜部＞＜海と海浜部＞    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

市市市市川市川市川市川市    

 

＜護岸部＞ 
●法律に基づく海岸線の
に配慮した高潮対策と

●開かれた海辺づくり（

●

＜漁業＞ 

●漁場環境の改善と生産
●市民と共存する都市型
ふれあい体験型漁業）

●

＜＜＜＜    里山・里海の再生里山・里海の再生里山・里海の再生里山・里海の再生    ＞＞＞＞
垣場・東浜地区の基本的な方向

協働 協働 

 

ふる里の山 

拠点：葛南広域公園拠点：葛南広域公園拠点：葛南広域公園拠点：葛南広域公園    

農業と市民生活が一体と農業と市民生活が一体と農業と市民生活が一体と農業と市民生活が一体と    
なって維持されてきた自然なって維持されてきた自然なって維持されてきた自然なって維持されてきた自然    

ふる里の海 

拠点：三番瀬と拠点：三番瀬と拠点：三番瀬と拠点：三番瀬と    
                行徳臨海部行徳臨海部行徳臨海部行徳臨海部    

漁業と市民生活が一体と漁業と市民生活が一体と漁業と市民生活が一体と漁業と市民生活が一体と    
なって維持されてきた自然なって維持されてきた自然なって維持されてきた自然なって維持されてきた自然

連
携 

変更と共に、利用形態(市民利用
しての護岸の整備 

ワイズユース、楽しく遊べる） 

性の向上 
水産業への取組（栽培漁業、三番
 

ﾈｯﾄﾜｰｸ
船橋市船橋市船橋市船橋市    
ﾈｯﾄﾜｰｸ
性をそれぞれ以下のように定め

や漁業､景観等）
海岸線の利用区域分けの設定（環境保全、漁業、市民利用の棲み分けに
よる共存） 
恒久的な漁港整備と航路の集約（安全性、利便性、機能性の確保、青潮
発生抑制） 
瀬のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化、



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基本的

 
 
 

＜三番瀬＞ 
●水質・底質環境の保全・再生 
（海水循環の促進、自然浄化能力の向上等） 

●ラムサール条約登録による海域環境及び内陸性湿地の保全・再生 

●地域固有の海辺の原風景と利用の再現（アシ原、藻場、干潟等） 

●港湾計画との整合（市川航路の航行安全性確保、港湾計画（航路浚渫）
と環境保全（青潮発生抑制）） 

＜市川塩浜駅周辺＞ 
●
(

●

●

＜市
 
●

●

＜人

●

●

＜行

●

●

海海海海
        
        
海辺にふさわしいまちづくり 
交通利便性や海辺に近い立地特性を生かした望ましい土地利用転換) 
な方向性のコンセプトを以下のように定める。 

三番瀬と行徳近郊緑地の自然環境を活かした自然環境学習及び研究の
場の形成 

市街地、行徳近郊緑地、海との連携強化（遊歩道、緑地の整備による人
と緑のネットワーク強化） 

民との協働＞ 

保全、再生、維持管理への市民参加と人の育成 

しくみと拠点作り 

と自然との共生＞ 

人の利用と自然環境の保全との調和、利用のルールづくり 

自然の生態系に配慮 

徳近郊緑地＞ 

行徳近郊緑地と海との連携強化（水のネットワーク強化） 

行徳近郊緑地の再整備 

と親しみ・海を守り・海を活かすと親しみ・海を守り・海を活かすと親しみ・海を守り・海を活かすと親しみ・海を守り・海を活かす    
        かつての豊かな海を再生し、市民が親しめる海辺をかつての豊かな海を再生し、市民が親しめる海辺をかつての豊かな海を再生し、市民が親しめる海辺をかつての豊かな海を再生し、市民が親しめる海辺を    
        取り戻すことを目指して取り戻すことを目指して取り戻すことを目指して取り戻すことを目指して 



 

 

＜本行徳石垣場・東浜地区＞＜本行徳石垣場・東浜地区＞＜本行徳石垣場・東浜地区＞＜本行徳石垣場・東浜地区＞    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基

 
 
 
 
 
 

・水（川と海、そして水路）と緑あふれるまちづくり 

・江戸川沿川地域や対岸地域（高谷・原木）との連携を考慮したまちづくり 

・災害発生時に対応が可能な防災まちづくり 

・広域からの利用に供する機能配置の誘導 

・地域全体の楽しみの場、憩いの場の創出 

・行徳地域の住民が誇りに思い、地域全体の利用に供するシンボル的な空間
の創出 

・まちづくりと一体的な洪水対応施設の整備 

・土地の規模・形態を活かした空間活用 

・新しい形態での職住共存のまちづくり 
・緩衝機能空間の確保 
（県が処理場建設についての検討に着手しており、建設される場合も、当該
空間の確保が必要となる） 
本的な方向性のコンセプトを以下のように定める。 

・居住機能との調和ある空間利用   

・市民との協働 

行徳地域の特性とこの地区のポテンシャルを活かした積極的な行徳地域の特性とこの地区のポテンシャルを活かした積極的な行徳地域の特性とこの地区のポテンシャルを活かした積極的な行徳地域の特性とこの地区のポテンシャルを活かした積極的な    
まちづくりを目指してまちづくりを目指してまちづくりを目指してまちづくりを目指して 



 

 

（２）将来像 
① 行徳臨海部の将来像 

行徳臨海部の将来像は次に示すとおりである。 
 

＜豊かな水辺のまち行徳の復活＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 地域別の将来像 

地域別の将来像は次に示すとおりである。 
 

＜海と海浜部＞ 
 
 
 

 
 

＜本行徳石垣場・東浜地区＞ 
地権者、周地権者、周地権者、周地権者、周辺住民及び行政が連携を図りながら、市民の安全と快適な生辺住民及び行政が連携を図りながら、市民の安全と快適な生辺住民及び行政が連携を図りながら、市民の安全と快適な生辺住民及び行政が連携を図りながら、市民の安全と快適な生

活環境の確保を目指し、楽しく憩える緑の生活拠点の形成を図る活環境の確保を目指し、楽しく憩える緑の生活拠点の形成を図る活環境の確保を目指し、楽しく憩える緑の生活拠点の形成を図る活環境の確保を目指し、楽しく憩える緑の生活拠点の形成を図る        

海と臨海部、内陸部を一体としてまちづくりを進め、自然、漁業、市民海と臨海部、内陸部を一体としてまちづくりを進め、自然、漁業、市民海と臨海部、内陸部を一体としてまちづくりを進め、自然、漁業、市民海と臨海部、内陸部を一体としてまちづくりを進め、自然、漁業、市民
生活、企業活動が共存する、持続可能な地域社会の形成を図る生活、企業活動が共存する、持続可能な地域社会の形成を図る生活、企業活動が共存する、持続可能な地域社会の形成を図る生活、企業活動が共存する、持続可能な地域社会の形成を図る    

 

旧旧江江戸戸川川  

堤防改修による親水空間の確保 
江江

戸戸

川川

放放

水水

路路

スーパー堤防整

備と一体となった

安全なまちづくり 

行徳近郊緑地の再整備 

処理水再利用に 
よる水路の再生 

 猫
実
川 

 石垣場・ 

東浜地区 

三番瀬の再生と行徳臨海部のまちづくり 

適切な土地

利用の推進 



 

 

５．将来像の実現に向けた基本的な方針 
（１）将来像の実現に向けた基本的な方針 

将来像の実現に向けた基本的な方針を以下のように定める。 
 
＜海と海浜部＞＜海と海浜部＞＜海と海浜部＞＜海と海浜部＞    

 
 
 
 
 
 
 
 

○海域の自然環境・漁場環境を保全・再生する 

○漁業の安定と継続を図る 

○市民が親しめる海辺をとりもどす 

○安全を確保する 

○市川塩浜駅周辺を海辺の街にふさわしく再整備する 

○自然環境学習・研究の場とする 

○行徳近郊緑地を再整備し海との連携を図る 

○人と水と緑のネットワークをつくる 

○市民と協働で進める 

○自然の知恵と力を借りる 



 

 

＜本行徳石垣場・東浜地区＞＜本行徳石垣場・東浜地区＞＜本行徳石垣場・東浜地区＞＜本行徳石垣場・東浜地区＞    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ゾーニング 
   基本的な方針に基づき、海と海浜部をゾーニングすると次にとおりである。なお、本行徳
石垣場・東浜地区については、参考に基本的な方針図を示す。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○緩衝空間を確保する    

○地域の個性をつくりだす    

○地域コミュニティを育てる    

○地域の防災機能を確保する 

○広域的な人と水と緑のネットワーク拠点をつくる 

○市民と協働で進める 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アシ原・干潟・藻場の

再生ゾーン 

市民が親しめる海
辺のゾーン 

漁業の安定と継続を

図るゾーン 
((((直売施設等直売施設等直売施設等直売施設等))))

海と海浜部のゾーニング図海と海浜部のゾーニング図海と海浜部のゾーニング図海と海浜部のゾーニング図    

漁港ゾーン漁港ゾーン漁港ゾーン漁港ゾーン    

る海水の浄化る海水の浄化る海水の浄化る海水の浄化    
換換換換    

豊かな海豊かな海豊かな海豊かな海

漁場修復ゾーン漁場修復ゾーン漁場修復ゾーン漁場修復ゾーン    
干潟によ干潟によ干潟によ干潟によ

海水の交海水の交海水の交海水の交
のゾーンのゾーンのゾーンのゾーン    



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

湾岸道路湾岸道路湾岸道路湾岸道路    

行徳近郊緑地行徳近郊緑地行徳近郊緑地行徳近郊緑地    

 

 

海浜部のゾーニング 

人の動線人の動線人の動線人の動線    

水の動き水の動き水の動き水の動き    

  

歩行者動線の確保歩行者動線の確保歩行者動線の確保歩行者動線の確保    
湾岸道路の蓋掛け湾岸道路の蓋掛け湾岸道路の蓋掛け湾岸道路の蓋掛け    
ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ    
遊歩道遊歩道遊歩道遊歩道    

歩行者動線の確保歩行者動線の確保歩行者動線の確保歩行者動線の確保    
遊歩道、サイクリ
ングロード 

・ 野鳥の生息に適した環野鳥の生息に適した環野鳥の生息に適した環野鳥の生息に適した環境づくり境づくり境づくり境づくり    
・ 自然観察の場として整備自然観察の場として整備自然観察の場として整備自然観察の場として整備    
・ 良好な湿地帯の再現良好な湿地帯の再現良好な湿地帯の再現良好な湿地帯の再現    
・ 観察者受入にも配慮した整備観察者受入にも配慮した整備観察者受入にも配慮した整備観察者受入にも配慮した整備 
（千鳥水門・暗渠水門の拡張、観察路（遊歩道）、（千鳥水門・暗渠水門の拡張、観察路（遊歩道）、（千鳥水門・暗渠水門の拡張、観察路（遊歩道）、（千鳥水門・暗渠水門の拡張、観察路（遊歩道）、

JRJRJRJR塩浜駅からのアクセス用通路、干潟面積塩浜駅からのアクセス用通路、干潟面積塩浜駅からのアクセス用通路、干潟面積塩浜駅からのアクセス用通路、干潟面積    
拡張・底質の改善）拡張・底質の改善）拡張・底質の改善）拡張・底質の改善）    

海水交換の促進海水交換の促進海水交換の促進海水交換の促進    

（水路の開削、暗渠・ポンプ等の整備）（水路の開削、暗渠・ポンプ等の整備）（水路の開削、暗渠・ポンプ等の整備）（水路の開削、暗渠・ポンプ等の整備）    

街づくり推進ゾーン ふれあいと学びゾーンふれあいと学びゾーンふれあいと学びゾーンふれあいと学びゾーン    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

散策ゾーン（海浜公園、遊歩道、サイ リングロード）散策ゾーン（海浜公園、遊歩道、サイ リングロード）散策ゾーン（海浜公園、遊歩道、サイ リングロード）散策ゾーン（海浜公園、遊歩道、サイ リングロード）    

猫猫猫猫実川実川実川実川    
（流入河川の水質浄（流入河川の水質浄（流入河川の水質浄（流入河川の水質浄
化、多自然型護岸）化、多自然型護岸）化、多自然型護岸）化、多自然型護岸）    

ＪＲ京葉線ＪＲ京葉線ＪＲ京葉線ＪＲ京葉線    

    
シンボシンボシンボシンボ
ルゾールゾールゾールゾー
ンンンン    

（アシアシ原・干潟・藻場の再生ゾーン（アシアシ原・干潟・藻場の再生ゾーン（アシアシ原・干潟・藻場の再生ゾーン（アシアシ原・干潟・藻場の再生ゾーン    

原、干潟、藻場、高潮堤、不法係留船対策・沈廃船撤去）原、干潟、藻場、高潮堤、不法係留船対策・沈廃船撤去）原、干潟、藻場、高潮堤、不法係留船対策・沈廃船撤去）原、干潟、藻場、高潮堤、不法係留船対策・沈廃船撤去）

民が親しめる海辺のゾーン民が親しめる海辺のゾーン民が親しめる海辺のゾーン民が親しめる海辺のゾーン    

（緩傾斜護 遊歩道、砂浜、干潟、高潮堤、不法係留（緩傾斜護 遊歩道、砂浜、干潟、高潮堤、不法係留（緩傾斜護 遊歩道、砂浜、干潟、高潮堤、不法係留（緩傾斜護 遊歩道、砂浜、干潟、高潮堤、不法係留

船対策・沈 撤去）船対策・沈 撤去）船対策・沈 撤去）船対策・沈 撤去） 

（研究施設、環境学習施設（研究施設、環境学習施設（研究施設、環境学習施設（研究施設、環境学習施設((((観察・体験・研修・観察・体験・研修・観察・体験・研修・観察・体験・研修・

宿泊施設宿泊施設宿泊施設宿泊施設、湿地・アシ原等の実験施設、湿地・アシ原等の実験施設、湿地・アシ原等の実験施設、湿地・アシ原等の実験施設)))) 
クククク

市市市市

岸、岸、岸、岸、

廃船廃船廃船廃船



 

 

 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

人と水と緑の人と水と緑の人と水と緑の人と水と緑の    
ﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸ    

地域地域地域地域    
コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ    

形成形成形成形成    

地域個性地域個性地域個性地域個性    
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ロ
ー
ド
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［フォーラム　アイ］ 

昭和44年3月～ 
 
 
昭和48年3月 
 
 
 
平成5年3月 
 
 
 
平成11年6月9日 
 
 
 
平成11年7月3日 
 
 
平成12年10月30日 
 
 
平成13年4月6日 
 
 
 
平成13年5月14日 
 
 
 
 
 
平成13年9月26日 
 
 
 
平成14年2月17日 
 
 
 
平成14年5月13日～20日 
 
 
平成14年7月12日 
 
 
 
平成14年9月29日 
 
 
平成14年度中 

市川市地先の埋立工事が始まる。 
（昭和49年竣工） 
 
江戸川左岸流域下水道江戸川第一終末
処理場が本行徳石垣場・東浜地区に都市
計画決定される。 
 
市川二期地区・京葉港二期地区土地造成
基本計画が決定。市川市と船橋市の土地
を計740ヘクタール開発することになる。 
 
県が「市川二期地区・京葉港二期地区計
画の見直し案」を発表。開発の計画を101
ヘクタールに縮小。 
 
市川市が「海を再生し、市民の海を取り戻
す」ことを提唱する。（広報いちかわにて） 
 
市川市が「市川市行徳臨海部まちづくり懇
談会」を設置し、第1回会議を開催する。 
 
堂本知事が就任記者会見で「三番瀬につ
いては白紙撤回し、環境の視点から回復を
行う」と発表。 
 
市川市が堂本知事に「海の再生と行徳臨
海部の課題解決に関する要望書」を提出。
この日、船橋市も「京葉港二期地区計画に
係る要望書」を提出。両市長が堂本知事と
会談し、内容を説明する。 
 
堂本知事が県議会で埋立計画の中止と第
一終末処理場計画地における処理場建設
の再検討を正式に表明。 
 
「市川市行徳臨海部まちづくりシンポジウ
ム」開催。テーマは市川市民が考える「三
番瀬の再生とまちづくり」。 
 
市川市長がサンフランシスコ湾干潟の再生
などの事例を視察。 
 
市川市が堂本知事に「三番瀬の再生と行
徳臨海部のまちづくりに関する要望書」を提
出。同月26日には環境大臣に提出した。 
 
第2回「市川市行徳臨海部まちづくりシンポ
ジウム」を開催（予定）。 
 
「行徳臨海部基本構想」策定（予定）。 

三番瀬と行徳臨海部 
これまでの経緯 

海と親しみ 
海を守り 
海を活かす 特集 

行徳臨海部 
基本構想（案） 
海と海浜部編 
 

海とまちを結ぶ 
「三番瀬海辺のふるさと再生計画」 

   　
か
つ
て
海
辺
に
干
潟
が
広
が
り
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
人
が
海
と
と
も
に
暮

ら
し
て
い
た
行
徳
臨
海
部
。
し
か
し
、
都

市
化
や
埋
め
立
て
が
進
む
に
つ
れ
、
海
や

周
辺
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
 

　
過
去
の
埋
め
立
て
や
干
潟
の
水
没
に
伴

う
漁
業
環
境
の
悪
化
、
老
朽
化
の
著
し
い

直
立
護
岸
な
ど
、
早
急
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
 

　
市
で
は
昨
年
度
よ
り
、
行
徳
臨
海
部
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
解
決
し
、
市
川
の
海
の
再
生
と
行
徳
臨

海
部
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

そ
の
基
本
と
な
る
「
行
徳
臨
海
部
基
本
構

想（
案
）」の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
構
想
の
実
現
に
向
け
て
漁
業
者
、

周
辺
住
民
、
地
権
者
、
N
P
O
、
県
や
国

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
 

　
海
と
人
と
ま
ち
が
つ
な
が
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
も
行
徳

臨
海
部
の
未
来
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
 

市
川
の
海
の 

再
生
を
め
ざ
し
て 

市民団体や大学、市との協働によるこれ
からの三番瀬と海辺のまちづくりについて
考えるプロジェクトです。かつての海の様
子や利用方法について聞き取り調査を行い、
それをヒントに三番瀬の海辺の将来像を
提案しています。また、塩づくりや、のりすき
の体験イベントを開催しています。 

かつての豊かな干潟を再生することについて検討しています。図は、1000
分の1の勾配で干潟を再生した場合のイメージ。 

普
段
、海
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
市
民
を
対
象
に
、市
川
の
海
の
現
状
の
理
解
を
目
的

に
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
見
学
会
で
は
実
際
に
船
に
乗
り
、干
潟
で
生
物
を
観
察
し
ま
す
。

参
加
者
は
、初
め
て
訪
れ
る
干
潟
に
感
激
し
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

市
川
の
海
を
知
る
イ
ベ
ン
ト
「
海
の
見
学
会
」 

市
川
市
 

浦
安
市
 

船
橋
市
 

三番瀬 



形にしたい 

海と海浜部の 
ゾーニング 

行徳臨海部基本構想（案）の策定にあたって 

ひとりひとりのアイデアを 
 

人と水と緑の 
ネットワークを 
つくる 

自然環境学習・ 
研究の場とする 

市民と 
協働で進める 

市民が 
親しめる海辺を 
取り戻す 

海域の 
自然環境、 
漁場環境を 
保全・再生する 

漁業の安定と 
継続を図る 

安全を 
確保する 

市川塩浜駅 
周辺を 

海辺のまちに 
ふさわしく 
再整備する 

行徳近郊緑地を 
再整備し、 
海との 
連携を図る 

自然の 
知恵と力を 
借りる 

海と海浜部の 
保全・再生について 

基本的な方針 

海と親しみ、海を守り、海を活かす 
～かつての豊かな海を再生し、 
市民が親しめる海辺を 
とりもどすことを目指して～ 

「市川の海にもう一度豊かな自然を取り戻し、海と触れ合える場所にしたい」。今、市では行徳臨海部の基本構想（案）づくりに取り組んでいます。 

この構想案は初期の段階から、市民と行政、学識経験者が協働で、問題点やアイデアを出し合って作成にあたっています。 

これまで懇談会やシンポジウムで話し合ってきた多くのアイデアを総合し、構想策定にあたっての基本的な方針を定めました。 

そこでは行徳臨海部をいくつかのゾーンに分けて考えています。視察に出かけた各地の事例も参考にしながら、 

具体的な海辺のまちづくり構想を策定していきます。皆さんもどんな姿がいいか、イメージしてみてください。 

　
現
在
、
市
川
の
海
は
す
べ
て
直
立
護
岸

で
囲
ま
れ
、
海
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
に
海
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昭
和
40
〜

50
年
代
の
市
川
一
期
地
区
埋
立
事
業
の

際
、
市
川
二
期
地
区
（
案
）
の
埋
め
立

て
を
前
提
に
つ
く
ら
れ
た
暫
定
的
な
護

岸
は
老
朽
化
が
進
み
、
平
成
13
年
9
月

に
台
風
15
号
が
関
東
地
方
を
直
撃
し
た

と
き
に
は
、
延
長
約
50
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
っ
て
陥
没
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

護
岸
の
高
さ
も
不
足
し
て
い
て
、
高
波
に

対
す
る
備
え
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
そ
こ
で
、
災
害
に
も
強
く
、
自
然
に
も

優
し
い
、
市
民
が
海
に
親
し
め
る
よ
う
な

環
境
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
海
と
親
し
む
こ
と
で
、
海
を
大
切
に

す
る
心
も
育
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 

市民が 
親しめる 
海辺のゾーン 

漁業の安定と 
継続を図るゾーン 

　漁港など漁業施設の機能を向上させ、市民と共存
する都市型漁業としての振興を進めていきます。 

漁港 
ゾーン 

　漁港の位置と規模を、漁業の振興や海域環境の
改善に適切なものとなるよう整備したいと考えています。 

漁場 
修復ゾーン 

サンフランシスコ湾 
パロ・アルト・ハーバー・ベイランズでは、
ヨットハーバーに水底をさらってできたしゅ
んせつ土を入れて人工干潟をつくり、湿
地植物の植栽も行っていました。 

横浜市海の公園 
千葉の山砂を使ってつく
った砂浜と干潟。海水浴
に訪れる人も多く、親しま
れる海辺になっています。 

山口県防府市三田尻湾人工干潟 
干潟でアサリを使った水環境改善
の実証実験を行っています。 

　海辺へのアクセスを容易にし、魅力的で歩き
やすい護岸や潮干狩りができるような干潟、波
打ち際で遊べるような砂浜などを整備したいと
考えています。 

浦
安
市
 

市
川
市
 

船
橋
市
 

海浜部の 
ゾーニング 

海と海浜部の 
ゾーニング 

豊かな 
海のゾーン 

市川塩浜駅 

JR京葉線 

市川港 

江
戸
川
 

放
水
路
 

アシ原・干潟・ 
藻場の再生ゾーン 

　青潮対策をはじめ、干潟・藻場の再生、潮流の改
善などの漁場修復を進め、のり、アサリ、カレイなど
がとれるような、
かつての豊かな
漁業生産力の回
復を図ります。 

　アシ原・干潟・藻場を再生し、かつての豊かな海を
取り戻したいと考えています。再生事業を行うときには、
できるかぎり市民と協働で、自然の知恵と力を借りな
がら進めていきます。 

豊かで親しみのある 
 



みなさま 
の 

いろいろな立場の人が集う 

成12年度より、行徳臨海部を「市民が親しめる水辺」として取

り戻すために、地元自治会をはじめとして、環境保護団体のメン

バーや漁業者、工場や倉庫のある地区の関係者からなる市川

市塩浜協議会、青年会議所、学識経験者などからなる行徳臨海部まちづく

り懇談会を立ち上げ、現在までに７回の会議を完全公開でおこなってきてい

ます。三番瀬をどう再生するかという問題からいわゆる行徳富士の扱いまで、

多くの課題を議論してきていますが、これまでの議論をふりかえって一番の

成果だと思うのは、市や県の動き、各団体の思いなどを全員が共有すること

によって、不要な思わくや思い過ごし、誤解などがぬぐい去られ、異なった立

場のかたの意見にも耳を傾けながら、前向きに議論するという姿勢が固まっ

てきたことだと思います。議論を完全にオープンにすることによって議論が

鍛えられてきているのです。結論にはまだ少し距離がありますが、こうした輪

ができたことこそ、これからの行徳のまちづくりの第一の財産だと思います。 

 

ガラス張りの 
議論が大切 

行徳臨海部まちづくり懇談会に出席されている 
委員を代表して2名のかたの声を紹介します。 

西村幸夫さん 
にしむらゆきお 

東京大学  工学部教授 

川市の海辺は行徳です。そこには埋め立てを免れた浅瀬、三

番瀬があります。この三番瀬に潜ると、一面に広がるアオサの

間にカレイやハゼの稚魚を見ることができます。三番瀬は今で

も生きています。しかし、三番瀬の海岸はすでに埋め立てられ、住民が干潟

を見ることはほどんどありません。もともとの行徳海岸は広大なヨシ原の広が

る河口湿地と干潟でした。現在の人工護岸は、住民と海との関わりと干潟

の生物の生息を拒絶しています。行徳にその原風景である湿地や干潟と、

そこに住む生物を蘇らせることは、市川に環境修復を通した新たな歴史と文

化を創り出すことになります。自然を修復することは決して楽なことではありま

せん。今いる生物の犠牲は避けられません。また環境修復は恒久的な時間

をかけて試行錯誤をくり返さなくてはいけません。しかしその修復に向けた行

動を、東京湾を守り、市川に海と住民との新たな関係づくりとすべき時代は

すでに来ていると思います。 

 

　三番瀬と行徳臨海部についての理解を深めたいときには、「市川の三番瀬と行徳臨海部のま
ちづくり」のホームページへ。これまでの経緯、現状と課題、行徳臨海部構想（案）、過去に行わ
れたシンポジウム、懇談会の内容など、さまざまな情報が充実しています。 
http://www.city.ichikawa.chiba.jp/net/tosiseisa/ichikawa2/rinkai.htm

　行徳臨海部に関する情報は、市政情報センター、中央図書館、行徳図書館、大野公民館、女
性センターで閲覧できます。今まで行われた懇談会やシンポジウムの議事録も文書で公開してい
ますので、これまでの発言内容や会議の進行状況など、より深く内容を掘り下げたいときに便利です。 

市 

平 

これからは行徳の自然を 
修復する時代 

ここで見られる 
行徳臨海部の情報 

風呂田利夫さん 
ふろたとしお 

東邦大学  理学部教授 

　
昭
和
63
年
に
開
業
し
た
Ｊ
Ｒ
京
葉
線

の
、
市
川
塩
浜
駅
周
辺
地
区
は
、
三
番
瀬

と
行
徳
近
郊
緑
地
の
間
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
駅
周
辺
は
工
業
専
用
地
域
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
工
場
や
倉
庫
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
61
年
に
市
川
二
期
地

区
基
本
計
画
（
案
）
が
示
さ
れ
、
駅
前
に

ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
が
検
討
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
埋
立
計
画
が
定
ま
ら

な
か
っ
た
た
め
に
、
再
整
備
を
な
か
な
か

進
め
ら
れ
ず
に
き
ま
し
た
。
現
在
、
市
で

は
海
の
再
生
を
前
提
に
、
改
め
て
市
民
の

皆
さ
ん
や
地
元
企
業
の
か
た
が
た
と
協
力

し
て
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

海浜部の 
ゾーニング 

ホームページ 

閲覧所 

　平成12年10月、市は行徳臨海部のさまざまな問題に取り組むため、地元住民、学識
者、市民団体、漁業者、地元企業の代表者など、いろいろな立場のかたの意見交換の
場として、懇談会を設置しました。 
　行徳臨海部のまちづくりの方向性を検討す
るため、これまで7回の懇談会と、1回のシン
ポジウムが公開で開催されています。 
　懇談会で話し合ってきたことを基に、９月
29日に行われる予定の「第２回行徳臨海部ま
ちづくりシンポジウム」で、市民の皆さんと
一緒に、行徳臨海部のまちづくりを検討して
いきます。 

行徳臨海部まちづくり 

シンボル 
ゾーン 

ふれあいと 
学びゾーン 

散策 
ゾーン 

　まちと海をつなぐ遊歩道やサイクリングロードを設
けて、海と親しめる場を提供したり、海浜公園をつく
ってゆとりのある空間の演出を進めていきます。 

行徳近郊 
緑地 

サンフランシスコ 
フィッシャーマンズワーフは、とれたての魚介類
を買ってその場でも食べられる店がたくさん並
んでいます。 

　海水の交換を行い、
良好な湿地帯を再現
し、野鳥を始めとする
生物の生育に適した
環境づくりを目指しま
す。また、海と近郊緑
地、市川塩浜駅との
アクセスの確保を進
めていきます。 

千葉県谷津干潟 
「特に水鳥の生息地として国
際的に重要な湿地に関する
条約」ラムサール条約に登録
されている自然の干潟です。 

横浜市野島公園 
遊歩道のかたわらには、バ
ーベキューなどの野外活動
を楽しめる施設が整ってい
ます。 

大井ふ頭中央公園 
石積み護岸沿いに遊歩
道があり、自然観察がで
きます。ただし、干潟は鳥
や生物のための空間とし
て、人の立ち入りを制限
しています。 

首都高速湾岸線 

市川塩浜駅 

JR京
葉線
 

行徳近郊緑地 
特別保全地区 

東京湾野鳥公園 
（東京都大田区） 
体験学習施設があり、淡
水池や干潟に生きる生物
の観察ができるようになっ
ています。 

　海と親しみ、海について学べる環境学習の場、
東京湾全体あるいは海に関する研究の場にしたい
と考えています。同時に運営に関わる人材育成を
進めていきます。 

　「行徳の海といえば？」と聞かれてすぐに
思い浮かべられるような場所を目指しています。
海辺のまちとしてにぎわう商店やレストラン、
海浜公園や、近郊緑地と海を結ぶ歩道の
再整備を考えています。 

どんな 
護岸がいい？ 

市川市の護岸改修のイメージ図 

現在の直立護岸は
高さ5メートル弱。県
の試算によると、直
立護岸は8メートル、
砂浜を設けた場合
の護岸は6メートル
の高さが必要とされ
ています。 

人の利用を考えた護岸断面 

人の利用を考えない護岸断面 

生態系に配慮した護岸断面 

海浜植物、アシ原、干潟、藻場と続いているイメー
ジ。 

石積み護岸にすることで、安全確保だけでなく、多
様な海辺の生物の生息場所にもなると考えたイメ
ージ。 

市民が親しめる護岸として階段護岸と遊歩道、さら
に海浜、干潟と続いているイメージ。 

平成13年9月、台
風15号が関東地
方に直撃したとき
には、延長約50メ
ートルにも渡って
陥没が発生しまし
た。現在は修復済
みです。 

サンフランシスコ 
ギャラリーのある海岸通り。 

まちづくりを推進 
 



いちかわ 
案内人 

取
り
戻
し
た
い 

日
本
一
を
誇
る
の
り
や
ア
サ
リ
が 

と
れ
る
江
戸
前
の
漁
場 

ふ
じ
わ
ら
た
か
お
 

藤
原
孝
夫
さ
ん 

広報いちかわ日曜版「フォーラムアイ」
では、市川市の様々な事柄について、
市民の皆様とともに考えていきたいと
思います。今号で特集した「行徳臨海
部基本構想」についての市民の皆さ
まからのご意見、ご提案をお待ちしてお
ります。住所、氏名、年齢、職業、電話
番号をご記入の上、はがき、ＦＡＸ、メー
ルで企画部広報課までお寄せください。
できるかぎり紙面に反映させていきた
いと思っています。（添削する場合もあ
ります。） 
〒272-8501　市川市八幡1-1-1 
市川市役所　企画部広報課 
FAX／047-336-2300 
Eメール／ 
koho@city.ichikawa.chiba.jp

「行徳臨海部基本構想」について 

案内人募集 

私の知っている 
名所・名物をご紹介 

コンブ 
今年の冬は、コンブの養殖を試験的に
はじめ、よくのびて5～6メートルに育ちま
した。「コンブが育つ栄養源があるって
ことだ。」と石井さん。 

市
川
市
行
徳
漁
業
協
同
組
合
　
専
務
理
事 

妙
典
在
住
。
21
歳
か
ら
40
年
間
、の
り
・
ア

サ
リ
漁
を
営
ん
で
い
る
。
現
在
、市
川
し
お

さ
い
海
洋
少
年
団 

副
団
長
、市
川
市
環

境
審
議
会
委
員
な
ど
も
務
め
て
い
る
。 

い
し
い
つ
と
む
 

石
井 

強
さ
ん 

南
行
徳
漁
業
協
同
組
合
　
会
計
理
事 

こ
こ
に
掲
載
し
た
も
の
は
、市
内
の
あ
る
小
学
校
で
行
っ
た 

父
母
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。 

南
行
徳
在
住
。
１６
歳
か
ら
５０
年
間
、行
徳
の

海
で
漁
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
２２

年
間
は
底
引
網
漁
、２８
年
間
は
の
り
漁
。
現

在
で
も
現
役
の
漁
師
と
し
て
海
に
出
て
い
る
。 

 

募集 

行徳臨海部のまちづくりの方向性をさ
まざまな立場の人が集まって検討する
まちづくり懇談会が公開で開催されます。 
日時：平成14年8月30日（金） 

午後6時15分～午後8時15分 
場所：行徳公民館　集会室 

第8回行徳臨海部まちづくり懇談会を開催 

行徳臨海部基本構想（案）策定に向け、
市民の声を構想に反映させていくため
に、シンポジウムを開催します。みなさ
んも一緒に行徳のまちづくりについて
考えてみませんか。 
日時：平成14年9月29日（日） 

午後2時から午後5時（予定） 
場所：市川市市民会館　ホール 

第2回行徳臨海部まちづくりシンポジウムを開催 

「三番瀬海辺のふるさと再生計画」プ
ロジェクトの一環である三番瀬まつり
が今年も開催されます。海の見学会
で採集した生物の研究成果の発表や、
塩づくりなどの体験イベントを予定し
ています。秋の一日を海辺で過ごして
みませんか。 
日時：平成14年10月6日（日）（予定） 
場所：塩浜多目的運動広場 

平成11年に「みんなで楽しくゴミ拾い」
を合言葉に始まった「市川三番瀬クリ
ーンアップ大作戦」が開催されます。
市川の護岸をみんなで楽しく綺麗にし
てみませんか。  
日時：平成14年10月20日（日）（予定）  
場所：塩浜多目的運動広場 

三番瀬まつりを開催 

市川三番瀬クリーンアップ大作戦を開催 

募集 

の 

案内人として紙面に登場し、いちかわ
の名所や名物を紹介してくださる市民
の方を募集しています。おすすめの名
所や名物、お気に入りの場所を巡るツ
アーの内容と、住所、氏名、電話番号
をご記入の上、はがき、ＦＡＸ、メールで
お知らせください。こちらからご連絡さ
せていただきます。 
（応募者多数の場合は、抽選により案
内人を決定いたします。） 
〒272-8501　市川市八幡1-1-1　
市川市役所　企画部広報課 
FAX／047-336-2300 
Eメール／ 
koho@city.ichikawa.chiba.jp

   　
文
部
科
学
省
が
勝
手
に
決
め
た
週
休

完
全
2
日
制
に
は
も
と
も
と
反
対
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
（
あ
ち
ら
は
宗
教

が
あ
る
か
ら
で
す
が
）
精
神
面
の
糧
と

な
る
日
曜
学
校
な
ど
も
日
本
に
は
存
在

し
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
無
理
な
制

度
だ
と
思
い
ま
す
。
ゆ
と
り
教
育
の
先

端
を
い
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
が
、
そ
の

ゆ
と
り
教
育
が
す
で
に
破
綻
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
大
丈
夫

な
の
で
し
ょ
う
か
？
 

   　
平
日
に
部
活
や
習
い
事
で
時
間
を
と

ら
れ
て
い
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、
1
日

自
由
に
で
き
る
時
間
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
…
。
部
活
、
習
い
事
の
時
間
を

増
や
す
た
め
の
土
曜
休
み
で
は
な
い
の

だ
か
ら
。
 

   　
休
日
の
過
ご
し
か
た
に
つ
い
て
は
、

家
庭
で
ど
う
過
ご
す
か
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
模
索
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が
、

本
来
の
5
日
制
の
意
義
だ
と
思
う
。
親

も
情
報
に
頼
り
す
ぎ
。
身
近
な
も
の
か

ら
い
ろ
い
ろ
と
探
し
て
み
る
と
、
た
く

さ
ん
経
験
さ
せ
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
。

で
も
、
ま
ず
は
子
ど
も
が
自
ら
欲
す
よ

う
に
…
そ
ん
な
子
ど
も
に
育
て
た
い
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
 

   　
こ
の
制
度
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
判

断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
学
校
で
の
（
今

ま
で
土
曜
日
に
行
っ
て
い
た
）
行
事
な

ど
が
制
限
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
普
段
、
仕
事
な
ど
で
学
校
に
来

る
こ
と
の
な
い
父
兄
に
と
っ
て
は
、
子

ど
も
の
学
校
で
の
様
子
が
わ
か
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。
 

子
ど
も
の
学
校
で
の 

様
子
が
わ
か
り
に
く
い 

ゆ
と
り
教
育
は 

日
本
で
は
無
理
な
制
度 

家
庭
で 

模
索
す
る
こ
と
が
大
切 

1
日
く
ら
い 

自
由
で
も
よ
い
の
で
は 

フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
イ
N
o.
14
で
特
集
し
た
 

「
学
校
週
5
日
制
」
に
つ
い
て
の
 

ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

アサリ漁の舟 
アサリ漁は、大捲きカゴを砂の
中に15～20センチ入れ、ぐい
ぐいと振ります。まずは重たい
大捲きカゴを持つのが大変な、
過酷な漁です。 

アサリ 
4センチほどの大粒のアサリがとれます。 

今回のおすすめ 

行徳の海～江戸前～ 

　
「
昔
と
同
じ
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
で
と
れ
る
の
り
や
ア
サ
リ
は
本
当
に

お
い
し
い
で
す
よ
。
江
戸
前
と
い
わ
れ
る
、

よ
そ
に
は
な
い
味
わ
い
。の
り
に
は
甘
味
が

あ
っ
て
、多
分
、全
国
で
一
番
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」（
石
井
さ
ん
）。
 

「
今
年
の
初
入
札
で
は
、行
徳
の
り
が
千

葉
県
で
ト
ッ
プ
の
値
で
し
た
。
漁
場
が
安

定
し
て
い
れ
ば
、そ
れ
く
ら
い
良
い
の
り
が

と
れ
る
ん
で
す
」（
藤
原
さ
ん
）。
 

　
そ
ん
な
自
慢
の
味
を
味
わ
っ
た
お
客
さ

ん
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
」
と
電
話
を
も
ら

っ
た
り
、指
名
で
注
文
が
き
た
り
…
。
そ
ん

な
時
が
一
番
う
れ
し
く
、お
二
人
の
励
み

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

　
「
毎
年
、『
お
い
し
い
ね
』
と
言
っ
て
も
ら

う
と
、今
年
も
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
っ
て

思
う
ん
で
す
。の
り
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
出

来
が
違
う
か
ら
、『
今
回
の
は
お
い
し
く

な
い
』と
言
わ
れ
た
り
も
し
ま
す
よ
。で
も
、

そ
う
い
う
声
は
ど
ん
ど
ん
ほ
し
い
で
す
ね
」

（
藤
原
さ
ん
）。
 

　
お
二
人
の
願
い
は
、埋
め
立
て
前
の
海

を
取
り
戻
す
こ
と
。「
埋
め
立
て
た
後
は

潮
の
流
れ
が
悪
く
な
っ

て
、の
り
が
育
た
ず
生

産
で
き
ま
せ
ん
。
魚
も

め
っ
き
り
来
な
く
な
り

ま
し
た
」（
石
井
さ
ん
）。
 

　
「
元
に
戻
す
こ
と
は

無
理
で
も
、80
％
く
ら

い
戻
っ
て
く
れ
た
ら
。
若

い
人
が
こ
こ
で
漁
業
が

し
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
、魅
力
の
あ
る
海
を

残
し
た
い
で
す
ね
」（
藤

原
さ
ん
）。
 

スズキ 
活きのいい江戸前のスズ
キは底引き網でとります。 
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市
川
市
は
、
今
、
行
徳
臨

海
部
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
構
想
（
案
）
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

基
本
的
な

基
本
的
な
方
針
方
針

（
案
）
を
作
成

（
案
）
を
作
成
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私
た
ち
大

洲
小
学
校
で

は
、「
あ
い
さ

つ
い
っ
ぱ

い
」「
え
が
お

が
い
っ
ぱ

い
」「
や
さ
し

さ
い
っ
ぱ

い
」
が
み
ん

な
の
合
言
葉

に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
大

洲
小
学
校
の
よ

う
す
が
わ
か
る
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を

し
ょ
う
か
い
し

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
カ

ワ
ラ
ヒ
ワ
と
い

う
鳥
を
育
て
て

い
ま
す
。

　

弱
っ
た
ヒ
ナ

を
ひ
ろ
っ
た
時

は
、
ど
う
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
ず
、

動
物
病
院
に
行

っ
て
み
ま
し
た
が
、「
鳥
ま

で
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん

ね
。」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
友
達
に
、

「
鳥
の
病
院
」
と
い
う
所

を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
そ

こ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

病
院
の
先
生
に
聞
い
た
と

こ
ろ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
と
い
う
、

種
類
と
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
当
は
鳥
の
ヒ
ナ

は
拾
わ
な
い
ほ
う
が
良
い

こ
と
も
習
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
そ
の
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
の
名
前
を
「
ピ
ー
」

と
、
名
づ
け
て
育
て

は
じ
め
ま
し
た
。

　

ヒ
ナ
の
時
は
、
ふ

わ
ふ
わ
し
て
い
て
、

エ
サ
は
ふ
や
か
し

た
あ
わ
玉
と
ミ
ミ

ズ
し
か
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
も
私
た
ち
が
、

あ
げ
な
い
と
食
べ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
み
ん

な
で
ミ
ミ
ズ
を
探

し
た
り
、
誰
か
が
あ

わ
玉
を
買
っ
て
来
て
く
れ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
今
は
大
き
く
ス
ラ
ッ
と

し
た
体
に
な
り
、
も
う
自

分
で
エ
サ
を
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
生
に「
野

鳥
が
、
こ
こ
ま
で
育
つ
な

ん
て
す
ご
い
ね
」
と
い
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
の
や
さ
し
さ

が
、
小
さ
な
鳥
の
命
を
助

け
ら
れ
た
の
か
な
」
と
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

【　

】
２９

〔
大
洲
小
〕大洲小学校６年　中林　泉

「やさしさ」ヒナ助ける

★
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中央の子どもの頭にちょこんと乗ったカワラヒワ
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市
で
は
、
創
造
的
で
特
色
あ
る
教
育
施
策
を
実
現
す
る
た

め
に
、
教
育
改
革
懇
話
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
話
会
は
、
高
い
見
識
の
学
識
経
験
者
や
教
育
に
関
心

の
あ
る
市
民
を
委
員
に
委
嘱
し
、
自
由
闊
達
に
意
見
を
も
ら
い

施
策
の
立
案
の
参
考
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

今
回
、
開
か
れ
た
教
育
行
政
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
７

月　

日�
に
開
か
れ
た
１
回
目

１０
の
協
議
内
容
を
も
と
に
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

協
議
内
容
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
今
後
の
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す
。

今
日
の
課
題
等
に
触
れ
、
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。 　
（
企
画
調
整
課
）

教
育
行
政
の
充
実
に

意
見
や
テ
ー
マ
を
募
集

�

�

�

�

���������

���������
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�
�
�
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①優秀な教員を獲得するために高い給料を出すなど、教育関係の予算を上げていけないか
②各学校の外部評価の導入が必要ではないか
③教育のビジョンを教育現場や市民にどう伝えるかが大切だと思う
④教育計画のねらいを地域の人にも知ってもらうための情報ネットワークの構築が必要
⑤市民の意見を取り入れるために、もっと多くの市民代表を入れる必要があるだろう
⑥起業家教育を小学校段階でできないだろうか
⑦親、祖父母が子どもを大事にするということを履き違えている
⑧子どもたちは、ゲームやコンピューターに熱中しているが、運動に対しても、人を愛す
る心にも、子どもたちが切れたりすることにも影響があると思う
⑨学校週５日制になって、テレビゲームしたり、テレビを見ている子が増えている
⑩子どもを教育するのに、まず大事なのは体、それから精神的な問題だと思う

⑪各学校では特色ある取り組みをしているが、それを見せ合い、切磋琢磨するような競争
原理があってもよい

⑫校長の一校あたりの勤務年数を長くし、個性ある学校経営をしてほしい
⑬通学区域の弾力化により、入学前に複数の学校を見に行くなど、関心が高くなったよう
に思う
⑭親の意識に子どもを一生懸命育てるという意識が減ってきているような気がする
⑮東京都の人事考課制度は、参考になると思う
⑯学力テストを行い、個々の学校で実態を把握する必要がある
⑰学力向上論が出ているが、受験競争になる可能性があるので、そうならない方向へ考え
ていかなければならない
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中
で
土
地
利
用
の
基
本
的
な

方
針
（
案
）
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
方
針
は
、
臨
海
部

を
「
海
と
海
浜
部
」「
本
行
徳

石
垣
場
・
東
浜
地
区
」
の
２

つ
に
分
か
れ
て
お
り
「
行
徳

臨
海
部
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
と
２
月
に
行
わ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
話
し
合
わ
れ

た
意
見
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

　

本
行
徳
石
垣
場
・
東
浜
地

区
の
基
本
方
針
（
案
）
は
図

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
そ

の
他
の
地
区
の
基
本
方
針

（
案
）
は
８
月　

日
に
発
行

１８

し
た
広
報
日
曜
版
に
掲
載
し

ま
し
た
。　
（
都
市
政
策
室
）

　

こ
の
地
区
（
面
積　

㌶
）

４８

は
、
千
葉
県
に
よ
る
江
戸
川

第
１
終
末
処
理
場
の
建
設
予

定
地
と
し
て
昭
和　

年
に
都

４８

市
計
画
決
定
し
た
区
域
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
の
処
理

場
建
設
は
地
権
者
の
反
対
に

よ
り
計
画
を
断
念
し
、
市
川

二
期
埋
立
計
画
地
に
変
更
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

約　

年
に
渡
り
都
市
計
画
法

３０
に
よ
り
土
地
利
用
が
制
限
さ

れ
、
残
土
や
資
材
置
き
場
な

ど
暫
定
的
な
土
地
利
用
が
続

い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昨

年
に
は
、
県
が
市
川
二
期
埋

立
計
画
を
中
止
す
る
こ
と
を

正
式
に
表
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
処
理
場
の
必
要
面
積
も

　

㌶
程
度
に
縮
小
さ
れ
て

２０い
ま
す
。

　

埋
立
計
画
の
中
止
に
伴
い
、

終
末
処
理
場
建
設
の
方
針
を
、

早
期
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う

に
市
は
県
に
働
き
か
け
て
き

ま
し
た
。

　

市
の
動
き
を
受
け
、
８
月

２
日
に
県
知
事
か
ら
「
処
理

場
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
貴
市
の
意

見
を
伺
い
た
い
。」と
の
文
書

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
文
書

に
回
答
す
る
た
め
、
こ
の
区

域
の
土
地
利
用
計
画
の
具
体

化
に
向
け
動
き
は
じ
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
将
来
こ
の
土
地

を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
な

ど
、
地
権
者
や
周
辺
住
民
の

か
た
が
た
か
ら
、
ま
た
広
く

市
民
の
か
た
か
ら
も
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

意
見
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ

ク
ス
（�
３
３
６
・
８
０
２

 川口 有一郎氏　明海大学不動産学部教授・行徳臨海部まちづくり懇談会委員
まちは長年にわたる人々の意思決定の積み重ねによって形づ
くられます。例えば昭和４８年に千葉県は本行徳に下水処理場
建設の都市計画決定をしました。しかし、土地所有者の反対
によって処理場を三番瀬の埋立地に移すことにしました。ま
た、この本行徳は建物を建てることができない区域と指定さ

れていたので有効に土地を利用することができないまま、建設残土、産業廃棄物、およ
び資材置き場となってしまいました。今日の行徳臨海部の醜い景観はこれまでの千葉
県や土地所有者などの意思決定の結果できたものです。過ちを繰り返さないためには、
自分の意思決定がまちの将来にどのような結果をもたらすかを知ることが必要です。
また、生活の質を高め、経済性を確保しつつ、かつ自然環境を保全することを促進する
ために、構築環境をどのようにデザインするべきかについて、必要十分な知識が必要で
す。こうしたまちづくりの原則について一緒に考えてみましょう。

本行徳石垣場・東浜地区の利用計画

具体化へ向け動き出す
まちづくりの原則―持続可能性と生活の豊かさを考える

第１回教育改革懇話会の協議内容

　

建
設
残
土
や
資
材
置
き
場
な

ど
で
、
砂
ほ
こ
り
が
起
り
生
活

環
境
が
悪
化
し
て
い
る
、
本
行

徳
石
垣
場
・
東
浜
地
区
。
こ
の
地

区
に
処
理
場
を
設
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
堂
本
千
葉
県
知
事
よ

り
、
千
葉
光
行
市
長
に
照
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

地
権
者
・
地
域
住
民
・
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に

こ
の
地
区
の
処
理
場
建
設
を
含
め
土
地
利
用
に
つ
い
て
検

討
し
回
答
し
て
い
き
ま
す
。

４
）
ま
た
は
郵
送
・
電
子
メ

ー
ル
で
都
市
政
策
室
へ
お
願

い
し
ま
す
。　

　

行
徳
臨
海
部
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
を
開
き
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
か
た
は
、

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

日
時　

８
月　

日�
午
後

３０

６
時　

分
〜
８
時　

分

１５

１５

　

会
場　

行
徳
公
民
館

　

内
容　

①
行
徳
臨
海
部
に

関
わ
る
最
近
の
状
況
に
つ
い

て
②
行
徳
臨
海
部
基
本
構
想

（
案
）
に
つ
い
て
③
そ
の
他

県
知
事
か
ら
照
会
文
書

回
答
は
地
権
者
・
住
民
の
意
見
を
参
考
に

第
８
回
行
徳
臨
海
部

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
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